
島田地区

　　　監理技術者　　　大西　耕一

　　　　技術者番号　　89300

工 事 名

工 期 平令和 元 年　 8月　2日　　～　　令和 2 年　6月  30日

発 注 者 静岡県　島田土木事務所

工 事 内 容 道路土工 掘削工 13,700 ｍ3

法面整形工 1,880 ｍ2

残土処理工 13,800 ｍ3
法面工 植生基材吹付工 ｔ＝5ｃｍ 1,370 ｍ2

法枠工 梁断面　200×200 1,521 ｍ
排水構造物工 作業土工 1 式

側溝工 ＰＵ1-300Ｂ 82 ｍ
集水桝工 9 基
排水工 ＢＦ-300　小段排水 102 ｍ

地下水排除工 集排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工 140 ｍ
仮設工 交通誘導警備員 1 式

伐木・伐竹 4,340 ｍ2

工事目的

当工事は、新東名高速道路の島田金谷ICから国道1号線を経由して、富士山静岡空港、

東名牧之原ICを経て、御前崎港とを連絡する全長30kmの高規格道路で、『陸』『海』『空』

の交通ネットワークの各拠点を結ぶことで、本県内外との交流の拡大や産業の振興を

目的としています。

　位置図

ICT土工の活用について

株式会社　グロージオ

令和元年度　（国）473号道路改良（地域連携２A)地域高規格工事（本線道路工）

施工箇所

着手前 完 成

（国）473号未開通部



本工事の取り組みについて

　本工事は特記仕様書でICT活用工事（ICT土工・受注者希望型）の記載があり、当現場

は道路土工の掘削工で13,000m3の土砂を掘削して法面を整形する工事で、現在社会的

にも問題となっている作業員不足により、法面の切出し丁張や掘削中の位置・土量管理

等の省略化や完了後の出来形測量までの手間を考慮して、私個人としても初めてのICT

土工の活用を希望しました。

掘削標準断面図

１．起工測量

　当現場は、山間の中での掘削作業のために予め仮設工である伐木を行い、掘削区間

が開けた状態で起工測量を実施しました。場所がら架空線や飛行制限がない事からUAV

を用いた空中写真測量で実施するように考え、設計会社と図面・施工条件について詳細

な打合わせを行い測量を開始しました。

　空中写真測量の実施に先立ち、使用機器の測定精度の確認のため、カメラのキャリブ

レーション及び精度確認試験を行い、規定の精度を満たしていることを確認してUAVの飛

行を行いました。

基準点測量

空中写真測量
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２．3次元設計データ作成

　空中写真での計測データを基に現況の3次元点群データを作成し、そのデータに設計図

面の３Dを合わせ、一致しているか確認しました。

　また、3次元設計データと計測データから掘削土量の算出を行い、当初の平均断面法に

に比べ正確性を求め、協議の対象としました。

　3次元設計データは要領に従った確認方法で、入力間違いがない事を確認してチェック

作成しました。

３．ICT建設機械による施工

　作成した3次元設計データをMCバックホウに取込み、施工を開始しました。今回は施工

範囲が100ｍ程度と狭く見通しが良かったために、衛星電波が安定して受信できるよう法

面上部に基地局を設置し、その電波を元に掘削・法面整形を行った。

MCバックホウ

　MCバックホウの作業については、座標値を持った定点を決め、日々の作業開始前に

位置精度の確認と日常点検を実施してから掘削作業を行いました。

定点

（施工外に設置）

基地局

受信アンテナ



　掘削作業中は常にバックホウのバケット位置を運転席モニターにて確認して、掘削作業

を行いました。今回は初めてのITC土工で自分では試験的となるために、補助としトータル

ステーションを用いて掘削中の法肩や法面の中間点を計測して、位置の精度誤差を確認

しながら施工を進めました。

運転席モニター

４．出来形管理

　掘削完了後、起工測量と同様にUAVによる空中写真測量で出来形計測を行いましした。

3次元設計データとの面管理で出来形評価用データを作成し、設計値と実測値の差を色で

合否判定ができるようなヒートマップの管理を行いました。

出来形合否判定総括表

５．3次元データの納品

　3次元施工管理データを工事完成図書として電子成果品にて納入しました。

施工管理データ (1)、起工測量計測データ

(2)、3次元設計データ

(3)、出来形管理資料

(4)、出来形評価用データ

掘削・法面整形状況



最後に

　国交省や静岡県は、建設現場でのICTの全面的な活用を導入することにより生産性の向

上を図り、魅力のある建設現場を目指す取組みを目標としてます。

　私もこの現場で施工した掘削工事だけでなく、盛土や舗装工事等幅広く経験することで、

技術だけでなく安全性などに対しても情報化施工が活躍できると思います。

完 成


